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大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
お問い合わせ先（コールセンター）
ＴＥＬ　０１２０－１０６２１２

（営業日の９：00～17：00）
https://www.daiwa-am.co.jp/

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式
信 託 期 間 2021年10月１日～2026年９月15日
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主 要 投 資
対 象

ベビーファンド ＧＸＪメガトレンド・ジャパ
ン・マザーファンドの受益証券

ＧＸＪメガトレンド・
ジ ャ パ ン ・
マ ザ ー フ ァ ン ド

わが国の金融商品取引所上場の
ＥＴＦ（上場投資信託証券）

組 入 制 限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率

無制限ベ ビ ー フ ァ ン ド の
株 式 実 質 組 入 上 限 比 率
マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、信
託財産の成長に資することを目的に、基準価額の
水準等を勘案して分配金額を決定します。ただ
し、分配対象額が少額の場合には、分配を行なわ
ないことがあります。

ＧＸＪメガトレンド・ジャパン

運用報告書（全体版）
第４期

（決算日　2025年９月16日）
（作成対象期間　2024年９月18日～2025年９月16日）

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
　当ファンドは、日本の株式等を主要投資対
象としたＥＴＦ（上場投資信託証券）に投資
し、信託財産の成長をめざしております。当
作成期につきましてもそれに沿った運用を行
ないました。ここに、運用状況をご報告申し
上げます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

https://www.daiwa-am.co.jp/
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ＧＸＪメガトレンド・ジャパン

設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 ＴＯＰＩＸ（配当込み） 株式先物

比 率
投資信託
受益証券
組入比率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込み

分配金
期 中
騰落率 (参考指数) 期 中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

１期末(2022年９月15日) 8,499 0 △15.0 3,157.37 △  2.4 2.8 96.9 2,747
２期末(2023年９月15日) 9,306 0 9.5 4,038.79 27.9 2.3 97.3 2,118
３期末(2024年９月17日) 9,655 0 3.8 4,348.17 7.7 1.3 98.1 1,388
４期末(2025年９月16日) 11,853 0 22.8 5,526.51 27.1 1.5 98.0 852
（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注２）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注３）組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注４）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

配当込みＴＯＰＩＸ（本書類における「ＴＯＰＩＸ（配当込み）」をいう。）の指数値及び同指数に係る標章又は商標は、株式会
社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利
用など同指数に関するすべての権利・ノウハウ及び同指数に係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有する。ＪＰＸ
は、同指数の指数値の算出又は公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負わない。当ファンドは、ＪＰＸにより提供、保証又は
販売されるものではなく、当ファンドの設定、販売及び販売促進活動に起因するいかなる損害に対してもＪＰＸは責任を負わな
い。
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運用経過
基準価額等の推移について

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

＊分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示す
ものです。
＊分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドもあり
ます）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
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純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

■基準価額の主な変動要因
　「ＧＸＪメガトレンド・ジャパン・マザーファンド」の受益証券を通じて、Global X Japanが運用
する日本の株式等（リートを含みます。）を主要投資対象としたＥＴＦ（上場投資信託証券）に投資し
た結果、「グローバルＸ メタルビジネス － 日本株式 ＥＴＦ」や「グローバルＸ ゲーム＆アニメ － 
日本株式 ＥＴＦ」などの値動きがプラス要因になったことから、当ファンドの基準価額は上昇しまし
た。

■基準価額・騰落率
期　首：  9,655円
期　末：11,853円（分配金0円）
騰落率：22.8％（分配金込み）
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ＧＸＪメガトレンド・ジャパン

年 月 日
基 準 価 額 ＴＯＰＩＸ（配当込み） 株 式 先 物

比 率
投 資 信 託
受 益 証 券
組 入 比 率騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2024年９月17日 9,655 － 4,348.17 － 1.3 98.1

９月末 10,116 4.8 4,544.38 4.5 1.3 98.1
10月末 10,212 5.8 4,629.83 6.5 1.3 98.0
11月末 9,897 2.5 4,606.07 5.9 1.4 98.3
12月末 10,180 5.4 4,791.22 10.2 1.5 98.0

2025年１月末 10,371 7.4 4,797.95 10.3 0.9 98.4
２月末 10,188 5.5 4,616.34 6.2 1.5 97.7
３月末 9,940 3.0 4,626.52 6.4 1.1 98.1
４月末 9,943 3.0 4,641.96 6.8 1.1 97.9
５月末 10,487 8.6 4,878.83 12.2 1.2 98.6
６月末 11,095 14.9 4,974.53 14.4 0.9 98.6
７月末 10,982 13.7 5,132.22 18.0 1.0 98.4
８月末 11,497 19.1 5,363.98 23.4 1.0 98.4

（期末）2025年９月16日 11,853 22.8 5,526.51 27.1 1.5 98.0
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ＧＸＪメガトレンド・ジャパン

投資環境について� (2024.９.18～2025.９.16)

■国内株式市況
国内株式市況は、急落に見舞われた局面もありましたが、当作成期末にかけて上昇しました。
　国内株式市況は、当作成期首より、植田日銀総裁がハト派的なスタンスに転換して円安が進行したこ
とが好感され、上昇しました。その後も、米国大統領選挙でのトランプ氏の勝利を受けてインフレが加
速するとの見方により米国金利が上昇し、円安が進行したことや高水準の自社株買いなどから、堅調に
推移しました。2025年２月中旬以降は、米国の関税引き上げや経済指標の悪化、円高進行などが懸念
されて上値の重い展開となりましたが、３月中旬以降は、日銀の利上げ観測などから銀行株主導で上昇
しました。４月２日に発表された米国の相互関税が事前予想よりも厳しい内容であったことや、円高が
急速に進行したことなどから、株価はまれに見る急落に見舞われました。しかし、同月９日に相互関税
の上乗せ部分が発動された直後、その大部分の適用が90日間停止されたことや、円高が一服したこと
などが好感され、株価は急反発しました。５月以降も、米中双方が関税を大幅に引き下げるなど米国の
関税を巡る懸念が後退したことや、企業の旺盛な自社株買いに加えて海外投資家の資金流入が継続した
ことなどから、堅調に推移しました。７月下旬には日米が通商交渉で合意したことから急騰し、その後
も、４－６月期の企業決算が事前想定ほど悪化しなかったことや米国株が大手ＩＴ関連株主導で上昇し
たことなどが好感されて続伸し、史上最高値を更新して当作成期末を迎えました。

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
「ＧＸＪメガトレンド・ジャパン・マザーファンド」の受益証券を高位に組み入れます。

■ＧＸＪメガトレンド・ジャパン・マザーファンド
　主として、Global X Japanが運用する日本の株式等（リートを含みます。）を主要投資対象とした
わが国のＥＴＦ（上場投資信託証券）に投資し、信託財産の成長をめざして運用を行います。また、当
ファンドにおけるＥＴＦの選定および組入比率の決定にあたっては、以下の方針を基本として運用を行
います。
イ．メガトレンド（世界の長期的な構造変化）を捉え、成長が期待できるテーマのＥＴＦを選定しま
す。
ロ．中長期的な成長性と短期的なモメンタムをもとに、各ＥＴＦの組入比率を決定します。
ハ．ＥＴＦの選定および組入比率については、適宜見直しを行います。
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ＧＸＪメガトレンド・ジャパン

ポートフォリオについて� (2024.９.18～2025.９.16)

■当ファンド
「ＧＸＪメガトレンド・ジャパン・マザーファンド」の受益証券を高位に組み入れました。

■ＧＸＪメガトレンド・ジャパン・マザーファンド
　主として、Global X Japanが運用する日本の株式等（リートを含みます。）を主要投資対象とした
わが国のＥＴＦ（上場投資信託証券）に投資し、信託財産の成長をめざして運用を行いました。また、
当ファンドにおけるＥＴＦの選定および組入比率の決定にあたっては、以下の方針を基本として運用を
行いました。
イ．メガトレンド（世界の長期的な構造変化）を捉え、成長が期待できるテーマのＥＴＦを選定しま
した。
ロ．中長期的な成長性と短期的なモメンタムをもとに、各ＥＴＦの組入比率を決定しました。
ハ．ＥＴＦの選定および組入比率については、適宜見直しを行いました。
　また、運用の効率性を高めるため、一部先物を使った運用を⾏いました。

■マザーファンドにおける組入ファンドの当作成期中の騰落率および組入比率

フ ァ ン ド 名 騰 落 率 組 入 比 率
当作成期首 当作成期末

％ ％ ％
グローバルX デジタル・イノベーション － 日本株式 ETF 37.6 6.7 9.2
グローバルX eコマース － 日本株式 ETF 12.1 14.2 9.1
グローバルX クリーンテック － 日本株式 ETF 17.3 4.4 6.4
グローバルX ゲーム&アニメ － 日本株式 ETF 49.9 7.7 7.2
グローバルX ロボティクス&AI － 日本株式 ETF 17.9 10.9 15.7
グローバルX バイオ＆メドテック － 日本株式 ETF 0.7 10.8 8.2
グローバルX レジャー &エンターテインメント － 日本株式 ETF 30.4 7.6 13.3
グローバルX 半導体関連 － 日本株式 ETF 24.2 16.1 10.5
グローバルX メタルビジネス － 日本株式 ETF 40.5 11.9 9.5
グローバルX テック・トップ20 － 日本株式 ETF 27.1 7.9 8.2
（注）組入比率は純資産総額に対する比率。
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ベンチマークとの差異について

　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
　以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

（％）

0.0
5.0
10.0
15.0
20.0
25.0
30.0

当期
（2024.９.17～2025.９.16）

ＴＯＰＩＸ（配当込み）
基準価額

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

■分配原資の内訳（１万口当り）

項 目
当 期

2024年９月18日
～2025年９月16日

当期分配金（税込み） （円） －

対基準価額比率 （％） －
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 2,232
（注１）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以
外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額
です。

（注２）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注３）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注４）投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。

分配金について

　当作成期は、信託財産の成長に資することを目的に、収益分配を見送らせていただきました。
　なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。
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今後の運用方針
■当ファンド
「ＧＸＪメガトレンド・ジャパン・マザーファンド」の受益証券を高位に組み入れます。

■ＧＸＪメガトレンド・ジャパン・マザーファンド
　主として、Global X Japanが運用する日本の株式等（リートを含みます。）を主要投資対象とした
わが国のＥＴＦ（上場投資信託証券）に投資し、信託財産の成長をめざして運用を行います。また、当
ファンドにおけるＥＴＦの選定および組入比率の決定にあたっては、以下の方針を基本として運用を行
います。
イ．メガトレンド（世界の長期的な構造変化）を捉え、成長が期待できるテーマのＥＴＦを選定しま
す。
ロ．中長期的な成長性と短期的なモメンタムをもとに、各ＥＴＦの組入比率を決定します。
ハ．ＥＴＦの選定および組入比率については、適宜見直しを行います。
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１万口当りの費用の明細

項 目
当期

（2024.９.18～2025.９.16） 項 目 の 概 要
金 額 比 率

信 託 報 酬 94円 0.899％ 信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
当作成期中の平均基準価額は10,404円です。

（投 信 会 社） （23） （0.219） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価額の計算、法
定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （68） （0.658） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後
の情報提供等の対価

（受 託 会 社） （2） （0.022） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売 買 委 託 手 数 料 18 0.177 売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物・オプション） （0） （0.001）

（投資信託受益証券） （18） （0.176）

有 価 証 券 取 引 税 － － 有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 1 0.005 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） （1） （0.005） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合 計 113 1.082
（注１）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算

出した結果です。
（注２）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注３）各比率は１万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第３位未満を四捨五入してあり

ます。
（注４）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払った金額のう

ち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、各項目の費用は、当該
投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当りの費用の明細」が取得でき
るものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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■総経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当り）を乗
じた数で除した総経費率（年率）は1.63％です。

総経費率（①＋②＋③） 1.63％
①当ファンドの費用の比率 0.91％
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.61％
③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.11％

（注１）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）投資先ファンドにおいて、上記以外に含まれていない費用は認識しておりません。
（注４）各比率は、年率換算した値です。
（注５）①の費用は、１万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注６）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。
（注７）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注８）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

総経費率
1.63％ 当ファンド

0.91％

投資先ファンド
0.72％

運用管理費用
（投信会社）
0.22％

運用管理費用
（販売会社）
0.66％

運用管理費用
（受託会社）
0.02％

その他費用
0.01％

運用管理費用
0.61％

運用管理費用以外
0.11％

参考情報
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■利害関係人との取引状況等
(1) ベビーファンドおよびマザーファンドにおける当作

成期中の利害関係人との取引状況

　当作成期中における利害関係人との取引はありま
せん。

■売買および取引の状況
　親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2024年９月18日から2025年９月16日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

ＧＸＪメガトレンド・ジャパン・
マザーファンド 591 600 720,551 791,400

（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
　親投資信託残高

種 類 期 首 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
ＧＸＪメガトレンド・ジャパン・マザーファンド 1,439,165 719,205 858,587
（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2025年９月16日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
ＧＸＪメガトレンド・ジャパン・マザーファンド 858,587 96.6
コール・ローン等、その他 29,886 3.4
投資信託財産総額 888,474 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2025年９月16日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 888,474,150円

コール・ローン等 6,086,369
ＧＸＪメガトレンド・ジャパン・
マザーファンド(評価額) 858,587,781

未収入金 23,800,000
(Ｂ) 負債 35,931,105

未払解約金 30,558,287
未払信託報酬 5,340,357
その他未払費用 32,461

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 852,543,045
元本 719,241,803
次期繰越損益金 133,301,242

(Ｄ) 受益権総口数 719,241,803口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,853円

＊期首における元本額は1,438,589,709円、当作成期間中における追加設定元本
額は10,128,305円、同解約元本額は729,476,211円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は11,853円です。

(2) 利害関係人の発行する有価証券等
（2024年９月18日から2025年９月16日まで）

種 類
当 期

ＧＸＪメガトレンド・ジャパン・マザーファンド
買 付 額 売 付 額 作成期末保有額

百万円 百万円 百万円
投資信託受益証券 588 1,357 835

（注１）金額は受渡し代金。
（注２）単位未満は切捨て。

※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される
利害関係人であり、当作成期における当ファンドに係る利害関係人とは、Global 
X Japan株式会社です。
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■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 11,213円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 157,752,027
(ｃ) 収益調整金 22,234
(ｄ) 分配準備積立金 2,772,053
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 160,557,527
(ｆ) 分配金 0
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 160,557,527
(ｈ) 受益権総口数 719,241,803口

■損益の状況
当期　自2024年９月18日　至2025年９月16日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 12,352円

受取利息 12,352
(Ｂ) 有価証券売買損益 169,137,327

売買益 253,120,538
売買損 △  83,983,211

(Ｃ) 信託報酬等 △  11,386,439
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 157,763,240
(Ｅ) 前期繰越損益金 2,772,053
(Ｆ) 追加信託差損益金 △  27,234,051

(配当等相当額) (　         22,234)
(売買損益相当額) (△  27,256,285)

(Ｇ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 133,301,242
次期繰越損益金(Ｇ) 133,301,242
追加信託差損益金 △  27,234,051
(配当等相当額) (　         22,234)
(売買損益相当額) (△  27,256,285)
分配準備積立金 160,535,293

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注３）収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

《お知らせ》
■運用報告書にかかる信託約款の条文変更について

　2025年４月１日付の投資信託及び投資法人に関する法律の改正により、運用報告書にかかる規定が変更されたため、運用報
告書にかかる信託約款の条文を以下のとおり変更しました。（下線部を変更）

＜変更前＞
（運用報告書に記載すべき事項の提供）

①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第１項に定める運用報告書の交付に代えて、運用報告書に記載すべ
き事項を電磁的方法により提供します。

②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から運用報告書の交付の請求があった場合には、これを交付します。
＜変更後＞
（運用状況にかかる情報の提供）

①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第１項に定める事項にかかる情報を電磁的方法により提供します。
②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から前項に定める情報の提供について、書面の交付の方法による提供の請求

があった場合には、当該方法により行なうものとします。

　2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書については書面交付を原則とし
ていた規定が変更されました。本件により、デジタル化の推進を通じて顧客の利便性向上を図るとともに、ペーパーレス化によ
る地球環境の保全など、サステナビリティへの貢献に繋がるものと捉えております。今後も顧客本位の業務運営を確保しつつ、
電磁的方法での情報提供を進めてまいります。
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大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
https://www.daiwa-am.co.jp/

ＧＸＪメガトレンド・ジャパン・マザーファンド

運用報告書　第４期（決算日　2025年９月16日）

（作成対象期間　2024年９月18日～2025年９月16日）

ＧＸＪメガトレンド・ジャパン・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 わが国の金融商品取引所上場のＥＴＦ（上場投資信託証券）
株 式 組 入 制 限 無制限

https://www.daiwa-am.co.jp/
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年 月 日
基 準 価 額 ＴＯＰＩＸ（配当込み） 株 式

先 物
比 率

投資信託
受益証券
組入比率騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
(期首)2024年９月17日 9,638 － 4,348.17 － 1.3 98.2

９月末 10,103 4.8 4,544.38 4.5 1.3 98.1
10月末 10,206 5.9 4,629.83 6.5 1.3 98.1
11月末 9,899 2.7 4,606.07 5.9 1.4 98.3
12月末 10,189 5.7 4,791.22 10.2 1.5 98.1

2025年１月末 10,389 7.8 4,797.95 10.3 0.9 98.5
２月末 10,212 6.0 4,616.34 6.2 1.5 97.8
３月末 9,972 3.5 4,626.52 6.4 1.1 98.1
４月末 9,982 3.6 4,641.96 6.8 1.1 98.0
５月末 10,536 9.3 4,878.83 12.2 1.2 98.7
６月末 11,156 15.8 4,974.53 14.4 0.9 98.7
７月末 11,051 14.7 5,132.22 18.0 1.0 98.5
８月末 11,578 20.1 5,363.98 23.4 1.0 98.5

(期末)2025年９月16日 11,938 23.9 5,526.51 27.1 1.5 97.3
（注１）騰落率は期首比。
（注２）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。

上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注３）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移
（円）

7,000
8,000
9,000
10,000
11,000
12,000
13,000

期　首
（2024.９.17）

期　末
（2025.９.16）

基準価額

とや、円高が急速に進行したことなどから、株価はまれに見る急落
に見舞われました。しかし、同月９日に相互関税の上乗せ部分が発
動された直後、その大部分の適用が90日間停止されたことや、円
高が一服したことなどが好感され、株価は急反発しました。５月以
降も、米中双方が関税を大幅に引き下げるなど米国の関税を巡る懸
念が後退したことや、企業の旺盛な自社株買いに加えて海外投資家
の資金流入が継続したことなどから、堅調に推移しました。７月下
旬には日米が通商交渉で合意したことから急騰し、その後も、４－
６月期の企業決算が事前想定ほど悪化しなかったことや米国株が大
手ＩＴ関連株主導で上昇したことなどが好感されて続伸し、史上最
高値を更新して当作成期末を迎えました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
　主として、Global X Japanが運用する日本の株式等（リートを含
みます。）を主要投資対象としたわが国のＥＴＦ（上場投資信託証
券）に投資し、信託財産の成長をめざして運用を行います。また、当
ファンドにおけるＥＴＦの選定および組入比率の決定にあたっては、
以下の方針を基本として運用を行います。

イ．メガトレンド（世界の長期的な構造変化）を捉え、成長が期待
できるテーマのＥＴＦを選定します。

ロ．中長期的な成長性と短期的なモメンタムをもとに、各ＥＴＦの
組入比率を決定します。

ハ．ＥＴＦの選定および組入比率については、適宜見直しを行いま
す。

◆ポートフォリオについて
　主として、Global X Japanが運用する日本の株式等（リートを含
みます。）を主要投資対象としたわが国のＥＴＦ（上場投資信託証
券）に投資し、信託財産の成長をめざして運用を行いました。また、
当ファンドにおけるＥＴＦの選定および組入比率の決定にあたっては、
以下の方針を基本として運用を行いました。

イ．メガトレンド（世界の長期的な構造変化）を捉え、成長が期待
できるテーマのＥＴＦを選定しました。

ロ．中長期的な成長性と短期的なモメンタムをもとに、各ＥＴＦの
組入比率を決定しました。

ハ．ＥＴＦの選定および組入比率については、適宜見直しを行いま
した。

　また、運用の効率性を高めるため、一部先物を使った運用を⾏いま
した。

◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設け
ておりません。
　当作成期の参考指数（ＴＯＰＩＸ（配当込み））の騰落率は
27.1％、当ファンドの基準価額の騰落率は23.9％となりました。

《今後の運用方針》
　主として、Global X Japanが運用する日本の株式等（リートを含み
ます。）を主要投資対象としたわが国のＥＴＦ（上場投資信託証券）に
投資し、信託財産の成長をめざして運用を行います。また、当ファンド
におけるＥＴＦの選定および組入比率の決定にあたっては、以下の方針
を基本として運用を行います。

イ．メガトレンド（世界の長期的な構造変化）を捉え、成長が期待で
きるテーマのＥＴＦを選定します。

ロ．中長期的な成長性と短期的なモメンタムをもとに、各ＥＴＦの組
入比率を決定します。

ハ．ＥＴＦの選定および組入比率については、適宜見直しを行います。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：9,638円　期末：11,938円　騰落率：23.9％
【基準価額の主な変動要因】

　Global X Japanが運用する日本の株式等（リートを含みます。）
を主要投資対象としたＥＴＦ（上場投資信託証券）に投資した結果、
「グローバルＸ メタルビジネス － 日本株式 ＥＴＦ」や「グローバ
ルＸ ゲーム＆アニメ － 日本株式 ＥＴＦ」などの値動きがプラス要
因になったことから、当ファンドの基準価額は上昇しました。

◆投資環境について
○国内株式市況

　国内株式市況は、急落に見舞われた局面もありましたが、当作成
期末にかけて上昇しました。
　国内株式市況は、当作成期首より、植田日銀総裁がハト派的なス
タンスに転換して円安が進行したことが好感され、上昇しました。
その後も、米国大統領選挙でのトランプ氏の勝利を受けてインフレ
が加速するとの見方により米国金利が上昇し、円安が進行したこと
や高水準の自社株買いなどから、堅調に推移しました。2025年２
月中旬以降は、米国の関税引き上げや経済指標の悪化、円高進行な
どが懸念されて上値の重い展開となりましたが、３月中旬以降は、
日銀の利上げ観測などから銀行株主導で上昇しました。４月２日に
発表された米国の相互関税が事前予想よりも厳しい内容であったこ
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(2) 先物取引の種類別取引状況
（2024年９月18日から2025年９月16日まで）

種 類 別 買 建 売 建
新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額

国
内

百万円 百万円 百万円 百万円
株式先物取引 132 140 － －

（注１）金額は受渡し代金。
（注２）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
(1) 国内投資信託受益証券

銘 柄 期 首 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
ＧＸデジタル日株ＥＴＦ 41.2 25.5 79,024
ＧＸＥコマース日株ＥＴＦ 140.687 50.287 78,447
ＧＸ　クリーン日株　ＥＴＦ 40.42 32.52 54,763
ＧＸロボ＆ＡＩ日株　ＥＴＦ 77.8 59.6 135,053
ＧＸバイオ＆メド日株ＥＴＦ 90.1 42.5 70,125
ＧＸゲームアニメ日株ＥＴＦ 34.16 13.26 61,963
ＧＸ半導体日株 66.1 43.8 90,490
ＧＸレジ＆エンタ日株 47.8 40 114,080
ＧＸメタルビジ日株 104.7 37.9 81,371
ＧＸテック20－日株　ＥＴＦ 77.1 39.2 70,050

合 計 口 数 、 金 額 720.067 384.567 835,370
銘柄数<比率> 10銘柄 10銘柄 <97.3％>

（注１）合計欄の<　 >内は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注２）評価額の単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
(1) 投資信託受益証券

（2024年９月18日から2025年９月16日まで）

銘 柄 買 付 売 付
口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
国内 ＧＸデジタル日株ＥＴＦ 24.1 64,588 39.8 109,693

ＧＸＥコマース日株ＥＴＦ 46.4 67,564 136.8 200,040
ＧＸ　クリーン日株　ＥＴＦ 26.6 37,318 34.5 53,325
ＧＸロボ＆ＡＩ日株　ＥＴＦ 46.3 97,391 64.5 136,129
ＧＸバイオ＆メド日株ＥＴＦ 18.9 32,075 66.5 110,717
ＧＸゲームアニメ日株ＥＴＦ 13 49,503 33.9 137,587
ＧＸ半導体日株 89.9 39,972 112.2 202,724
ＧＸレジ＆エンタ日株 52.9 134,051 60.7 160,288
ＧＸメタルビジ日株 5.9 9,437 72.7 131,176
ＧＸテック20－日株　ＥＴＦ 34.9 56,830 72.8 115,616

（注１）金額は受渡し代金。
（注２）金額の単位未満は切捨て。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 18円
（先物・オプション） （  0）
（投資信託受益証券） （18）

有価証券取引税 －
その他費用 －

合　　計 18
（注１）費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注２）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
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■投資信託財産の構成
2025年９月16日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
投資信託受益証券 835,370 94.7
コール・ローン等、その他 47,091 5.3
投資信託財産総額 882,462 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨て。

■損益の状況
当期　自2024年９月18日　至2025年９月16日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 17,172,174円

受取配当金 17,092,644
受取利息 79,530

(Ｂ) 有価証券売買損益 241,893,083
売買益 247,123,419
売買損 △    5,230,336

(Ｃ) 先物取引等損益 3,202,060
取引益 3,636,550
取引損 △       434,490

(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 262,267,317
(Ｅ) 前期繰越損益金 △  52,070,423
(Ｆ) 解約差損益金 △  70,848,918
(Ｇ) 追加信託差損益金 8,225
(Ｈ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 139,356,201

次期繰越損益金(Ｈ) 139,356,201
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2025年９月16日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 882,361,915円

コール・ローン等 15,788,006
投資信託受益証券(評価額) 835,370,980
未収入金 30,675,120
差入委託証拠金 527,809

(Ｂ) 負債 23,800,000
未払解約金 23,800,000

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 858,561,915
元本 719,205,714
次期繰越損益金 139,356,201

(Ｄ) 受益権総口数 719,205,714口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,938円

＊期首における元本額は1,439,165,021円、当作成期間中における追加設定元本
額は591,775円、同解約元本額は720,551,082円です。

＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
ＧＸＪメガトレンド・ジャパン 719,205,714円

＊当期末の計算口数当りの純資産額は11,938円です。

配当込みＴＯＰＩＸ（本書類における「ＴＯＰＩＸ（配当込み）」をいう。）の指数値及び同指数に係る標章又は商標は、株式会
社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利
用など同指数に関するすべての権利・ノウハウ及び同指数に係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有する。ＪＰＸ
は、同指数の指数値の算出又は公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負わない。当ファンドは、ＪＰＸにより提供、保証又は
販売されるものではなく、当ファンドの設定、販売及び販売促進活動に起因するいかなる損害に対してもＪＰＸは責任を負わな
い。

(2) 先物取引の銘柄別期末残高（評価額）

銘 柄 別 当 期 末
買 建 額 売 建 額

国
内

百万円 百万円
ミニＴＯＰＩＸ 12 －

（注）単位未満は切捨て。
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《お知らせ》
■運用報告書にかかる信託約款の条文変更について

　2025年４月１日付の投資信託及び投資法人に関する法律の改正により、運用報告書にかかる規定が変更されたため、運用報
告書にかかる信託約款の条文を以下のとおり変更しました。（下線部を変更）

＜変更前＞
（運用報告書）

委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条に定める運用報告書を交付しません。
＜変更後＞
（運用状況にかかる情報）

委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条に定める事項にかかる情報を提供しません。
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